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（応募領域の研究概要） 

今世紀に発見された新現象「Slow地震」と社会的影響の大きな「Fast地震」の総合的包括的な理

解によって地震学を再構築し、将来の地震発生について定量的な予測を行う。そのために研究領域

「Slow-to-Fast地震学」を形成する。新学術領域研究「スロー地震学」で形成された物理学、地質

学、地球物理学、地球化学の分野融合をさらに熟成する一方で、工学や情報科学等の新たな分野と

連携し、先端的分野融合を展開する。実験観測による1次情報の取得から分析・解析を通じて総合

的包括的な理解を目指す６つの計画研究と多数の公募研究、強い国際的リーダーシップに基づく多

彩な共同研究によって、新しい学術への変革を起こすとともに、人類社会への貢献を目指す。 

 

（審査結果の所見） 

本研究領域は、地震の 2 大形態である Slow 地震と Fast 地震の包括的な理解を目指すものであ

り、「地震＝地殻の破壊」というこれまでの概念を根本的に変革しようとするものである。この変革

は他の固体地球科学分野にも大きな波及効果をもたらす事が期待される。また、これまでのSlow地

震に関して先端的研究成果を上げてきた研究者が集結し、さらに物質科学・計算科学などの研究者

も参加する研究組織が提案されており国際的にも優位性が認められる。加えて、甚大な被害をもた

らす Fast 地震について、Slow 地震と併せた統一的な地震像を構築することは、地震大国日本の社

会に対しても大きなインパクトを与える。以上の点から、本研究領域は、学術変革領域研究にふさ

わしいものである。 

一方で、いわゆる地震予知に対する社会的な期待が大きいことを考慮すると、本研究領域の進展

によって、Slow 地震を Fast 地震の前兆現象として地震予知が可能になるという誤解が生じないよ

うな配慮は必要である。もちろん本研究領域の進展によって地震予知が可能となれば喜ばしいが、

革新的な地震学の確立が最大の目標であることは強調するべきである。 


